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亀、

の

「
織
海
」

の
解
稗

い
わ
ゆ
る
議
塞
詩
は
、
な
異
踊
情
緒
と
西
域
の
康
漠
た
る
風
土
を
詠
み
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
斬
新
な
一
分
野

を
形
成
し
た
と
さ
れ
る
。
特
に
北
方
や
西
方
の
荒
涼
と
し
た
沙
漠
地
帯
は
、
秦
漢
以
来
、
異
民
接
と
の
激
戦
の
舞
喜
一
と
し
て
し
ば
し
ば
歌

わ
れ
る
。
さ
ら
に
吐
谷
滞
や
吐
蕃
の
根
接
地
に
近
い
青
海
〈
青
海
省
)
附
近
も
主
要
な
鞍
場
と
な
り
、
法
塞
詩
の
な
か
に
散
見
す
る
。
突
に

て
な
じ
み
深
い
「
翰
海
い
と
い
う
言
葉
誌
、
「
沙
場
」
な
ど
と
と
も
に
、
内
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
塞
外
の

の
な
か
の
、

引
く
山
今
参
と
王
維
の

組
問
土
・
を
表
わ
す
諾
棄
と
し
て
猫
自
の
イ
メ
ー
ジ

で
い
る
。

融
海
開
千
百
丈
球

輪
梅
経
年
別

慈
雲
惨
淡
寓
里
凝
(
写
参
「
向
写
歌
、
送
武
判
官
蹄
京
」
〉

交
河
出
塞
掩
〈
王
雑
「
議
平
淡
然
特
官
」
)

前
者
は

の
な
か
に
、
ま
た
後
者
は

の
な
か
に
そ
れ
ぞ
れ
牧
め
ら
れ
て
、

い
ず
れ
も
廉
く
知
ら
れ
た
詩
句

で
あ
る
守
山
サ
参
の
「
輪
海
」
に
封
す
る
先
行
諸
設
は
、

た
と
え
ば
撞
谷
誼

(
書
籍
文
物
流
通
曾
〉
の
「
内
蒙
古
及
び
西
域



堵
方
に
在
る
大
沙
漠
を
い
ふ
」
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
H

大
沙
漠
μ

し
て
解
揮
さ
れ
て
い
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
陳

織
民
・
侯
忠
義
共
著

(
上
鄭
古
籍
出
版
枇
〉
や
張
輝
選
注

(
人
民
文
準
出
版
註
)
は
、
と
も
に
こ
の
詩
を

天
賓
十
四
載
(
七
去
五
)
の
作
と
推
定
し
、
大
沙
漠

る
。
つ
ま
り
、
作
者
が
北
龍
節
度
霞
封
常
清
の
麗
官
と
し
て
天
山
山
抵
の
北

能
に
あ
る
ジ
ム
サ
ハ
北
庭
節
度
使
の
治
所
〉
、
も
し
く
は
、
ジ
ム
サ
の
西
方

け
で
あ
ろ
う
。
武
漢
大
夢
中
文
系
古
典
文
事
教
務
室
選
在

え
擢
灘
と
は
、
大
小
の
小
五
が
砂
礁
と
ま
じ
り
つ
つ
、

(
ウ
ル
チ
ム
付
近
)
に
い
た
時
の
作
と
考
え
た
わ

百
普
』
に
は
、
「
‘
北
壁
灘
上
諒
零
封
凍
的
批
閥
禁
象
」
と
あ
る
c

し
な
く
肢
が
る
荒
諒
た
る
沙
諜
の
一
種
、
沙
抄
漢
と

る
が
、

い
ず
れ

に
し
て
も

n
沙
漠
u

の
意
味
で
あ
る
こ
と
に
は
饗
わ
り
が
な
い
。

で
は
、
鶴
海
の

に
つ
い
て
、

大
沙
漠
、
東
恕
輿
安
議
諮
麓
、
西
設
天
山
東
麓
、
自
東
北
軍
西
南
綿
延
二
千
公
車
、
以
器
輸
却
海
、
設
名
。
比
指
西
域
産
漠
之
地
。

て
い
る
。

つ
ま
り
、
東
北
の
興
安
嶺
山
脈
か
ら
西
需
の
天
山
山
紙
に
至
る

ロ
の
細
長
、

る
塞
外
の
地
を
指
す
と
考

え
た
わ
け
で
あ
る
口

こ
れ
に
閉
し
て
、

の

の一
i

鵜
海
」
に
つ
い
て
は
、
寅
は
定
設
が
な
い
。
写
参

ラ師、山

と
も
に
封
句
構
造
で
あ
る

」
と
を
考
え
れ
ば
、
持
参
の
詩
が

に
裂
す
る

王
維
の
詩
が

(
天
山
山
援
に
哀
し
て
、
ト
ル
フ
f

ン
盆
地
を
流

れ
る
川
〉
に
劃
す
る
菌
有
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

て
よ
い
c

参
考
と
し
て
前
野
砲
棒
『
唐
詩
選
』
(
岩
波
文
庫
〉
の
一
説
明
を
あ

げ
る
と
、い
ま
の
外
蒙
と
薪
彊
省
と
の

の
島
た
り
に
あ
る
湖
の
名
、
も
し
く
は
バ
イ
カ
ル

の
こ
と
と
も
い
い
、
ま
た
大
沙
漠
を
梅
に
た
と

え
、
こ
う
名
づ
け
た
の
だ
と
も
い
う
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
雷
葉
で
あ
り
な
が
ら
、

一
方
は
ほ
と
ん
ど

n
大
沙
漠
u

の
意
味
で
統
一
さ
れ
、
他
方
は
定
設
を
得
ら
れ
な
い

ま
ま
、
語
読
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
が
現
獣
で
あ
る
c

こ
の
奇
妙
な
現
象
は
、
輸
海
な
る
一
一
一
一
開
業
が
詩
代
位
よ
っ
て
間
省
名
詞
か
ら
普
通
名

89 

鞘
梅
・
識
風
考
ハ
植
木
)



中
間
文
曜
研
究

第
八
期

90 

へ
と
轄
換
す
る
特
殊
な
一
一
読
紫
で
あ
り
‘
ち
ょ

そ
の
蒋
換
期
に
あ
た
っ
て
い
る
こ

ろ
う
。

(2) 

「
議
海
」

の
解
轄
の
史
的
嬰
遷

識
海
と
い

は
、
吋
史
記
』
侍
奴
博
・
欝
将
軍
震
騎
列
俸
、
も
し
く
は

に
見
え
る
。
の
蝶
騎
持
軍
一
寝

の
撃
は
七
高
払
燃
の
首
級
を
あ
げ

代
郡
(
・
山
西
省
北
部
〉
を
二
千
里
あ
ま
り
出
て
卸
奴
征
誌
に
赴
き
、
何
奴
の
左
賢
王
と
戦
い
、

こ
え
ん

て
大
勝
し
た
。
そ
れ
で
震
去
病
は
狼
賠
待
山
で
天
を
祭
今
、
姑
街
山
で
地
を
祭
り
、

鎗
海
は
、
中
A
7

参
ら
の
詩
の
織
海
と
一
耳
目
、
通
す
る
c

「
北
海
の
名
。

に
臨
ん
で
還
」
っ
た
と
い
う
ハ
侍
奴
博
)
。
こ
の

は
、
よ

関
貌
の
如
淳
は
「
北
海
の
名
い
と
症
し
〈
旬
設
簿
、
吋
ゅ
ん
記
集
解
』
所
引
〉
、
北
貌
の
遅
浩

の
務
を
解
く
所
。
放
に
翰
海
と
云
ふ
」
て
い
る
(
詣
籍
軍
標
鞍
列
縛
、
吋
ゅ
ん
記
索
霞
』
堺
引
〉
。

の
関
一
五
二
十
四
年

こ
+
i
h
、

、UM--仇
U'

按

一
大
海
名
。
群
鳥
解
羽
伏
乳
於
此
、
国
名
也
。

た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る 大
海
の
名
」
と
す
る
が
、
名
鶴
の
自
来
は
罷
浩
の
設
と
同
じ
く
、
輪

一
家
注
に
関
す
る
隈
り
、
北
海
、
も
し
く
は
北
の
一
大
海
を
意
味
し
、
塞
外
の
地
、
も
し
く
は
大

の

張

華

撰

巻

二

に

、

H

鳥
の
羽
u

し
て
解
欝
し

と
あ
り
ハ
勾
奴
博
〉
、

沙
漠
の
意
と
す
る
解
糖
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。

中
騒
人
砂
脊
至
北
海
者
。
漢
使
顎
騎
特
筆
霊
去
病
北
伐
問
中
子
、
至
識
海
而
還
G

脊
北
海
現
実
。

と
あ
る
が
、
こ

-
室
浩
の
設
と
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
梁
の
実
義
作

に、

と
あ
る
が
、

に
は
如
淳
の
設
を
引
用
す
る
(
『
文
選
』
所
牧
〉
。

そ
の
後
、
星
雲
亘
や

の
嬬
蟻
簿
に

の
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
藤
田
豊
八
は
パ
イ
カ
ル
湯
に
比

す
る
〈
苓
凡
社



『
東
津
藤
山
凡
大
藤
英
』
カ
ン
カ
イ
の
篠
〉
。

も
う
一
つ

で

は

、

議

海

の

定

せ

ず

と

し

て

、

の
北
境
、
パ
イ
カ
ル
湖
で
は
な
い
か

つ
は
「
史
記
』
『
謀
議
記
に
み
え
る
「
翰
海
」

す
る
。
要
す
る
に
、
の
翰
識
が
本
来
、
ど
う

一方、

五
年
新
議
本

し、

あ
る
か
試
さ
て

六
朝
時
代
、
翰
〈
識
〉
識
は
塵
倒
的
に

と
い
う
設
が
強
く
、

の
用
例
も
ほ
ぼ
そ
の

の
解
理

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

議
海
は
唐
代
に
な
っ
て
、

先
行
諸
説
を
参
照
し
な
が
ら
字
義
の
に
関
す
る
こ
、
一
一
一
の
袈
悶
を
指
議
し
て
み
た
い
。

せ

つ

え

ん

だ

ウ

イ

グ

ル

ω持
率
李
動
が
太
宗
の
命
を
受
け
て
ト
ル
コ
系
の
酔
延
陀
を
制
軒
践
す
る
と
、
そ
の
統
制
下
に
あ
っ
た
悶
乾
を
は
じ
め
と
す
る
鍛
勤
の
諸

部

が

窮

屈

網

し

、

こ

の

結

果

、

ゴ

ピ

沙

漠

の

北

ま

で

唐

朝

三

ハ

四

七

〉

に

は

、

の
同
乾
部
に
翰
櫛
都
督
府
を
設
霊
し
、 の

塞
外
の
地

る
大
沙
漠
と
い
う
窓
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
太
宗
の
貞
観
一

の
曾
長
を
都
督
に
任
じ
て
間
接
統
治
を
行
な
っ
た
ハ
露
霞
州
)
。

の

れ
て
い
た
燕
然
都
護
詩
を
南
の
同
乾
部
に
移
し
て
、
名
を
識
梅
都
議
府
に (六

六
一
一
一
〉
広
は
、
醇
延
陀
の
根
擦
地
オ
ル
コ
ン
河
の
流
域

-
州
を
支
配
さ
せ

こ
の
論
議
都
議
府
は
、
六
年
後

ハ
六
六
九
三
安
北
都
護
婿
と
改
名
さ
れ
る

改
め
、
漠
北

こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
「
議
海
」
は
、
議
北
に
あ
る
特
定
の
識
を
指
す
の
で
は
な
く
、
明
ら
か

法
で
あ
る
。
前
引
の
「
欝
海
h

で
は
、
そ
の
管
轄
冨
域
官
、
今
の
蒙
吉
人
民
共
和
蹴
お
よ
び
ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア

が
農
代
、
塞
北
の
農
大
な
地
域
、
特
に
抄
漠
地
講
を
緯
橋
す
る
言
葉
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、

で
あ
っ
た
。

の
蒙
古
一
帯
を
焼
く
指
す
用

帯
と
す
る
。
翰
瀦

い
わ
ば
自
黙
の
・
な
り
ゆ
き

91 
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験
海
軍
、
開
元
中
、
蓋
嘉
運
霊
在
北
庭
都
護
府
域
内
。
管
銭
円
長
寓
二
千
人
、
馬
四
千
一

百
匹
。

と
あ
る
。
「
元
和
郡
蘇
麗
率
恥
巻
錦
、
庭
州
の
僚
に
よ
れ
ば
、
長
安
二
年
(
七
O
二
)
、
北
庭
蕃
護
白
川
が
置
か
れ
、
開
元
二
十
一
年
ハ
七
一
一
一
一
一
一
〉
、

一
見
・
斬
畷
等
の
異
民
族
に
類
す
る
防
備
を
掌
り
、
「
議
海
軍
・
天
山
車
・
伊
吾
軍
を
管
」
し
た
と
い

・
へ
の
漉
怨
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
貫
鴛
的
に
は
葬
定
の
湖
で
は
な
く
、
む
し
ろ
蓑
護
た
る
大
沙

ヮ。

あ
ろ
う
c

で
お
り
、

に
到
す
る
知
識
も
嘗
然
深
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
持
参
詩
の
「
識
海
」
に
罰
す
る
諸
家
の

の
「
封
大
夫
(
封
古
溝
)
に
諾
し
て
翰
海
亭
に
宴
し
て
納
諒
す
い
と
題
す
る
詩
に
は
、

海
上
納
諒
時

n
大
沙
諜
u

で
統

て
い
る
の
も
、
こ

い
。
ま

車
中
乗
輿
出

の
句
が
あ
る
。

で
は
、
「
疑
亭
近
瀕
治
、
故
云
」
と
解
す
る
が
、

た
と
え
そ
の
場
合
で
も
、
「
北
海
」
や
三
大
海
の
名
」

で
あ
る

は
な
い
。
輪
海
拭

て
い
る
の
で
あ
る
。

っ.M
は
H

蒙
古
沙
漠
の
西
北
部
u

と
解
し
て
い
る
と
い
う
ハ
龍
一
引
吋
東
洋
経
史
大
僻
典
い
カ
ン
カ
イ
の
様
〉
。

巷

五

に
は
、
そ
の

「
北
は
繍
海
に
筆
る
」
と
あ
り
、

フ

フ

ン

ス
の
中
閣
総
三子之局

者
:ン
ヤ

の-，->'

饗G23
附くン

のヌ

は

撰
で
は
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
唐
代
の
史
料
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
引
の

に
よ
れ
ば
、

は
蒙
古
高
原
大
沙
漠
以
北
、

お
よ
び
そ
の
西
に
あ
た
る
今
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
(
新
選
ウ
ィ
グ
ル
自
治
磁
北
部
の
沙
漠
〉
に
至
る
慶
大
な
地

域
の
詑
橋
と
い
う
。

仙
川
↓
ハ
朝
後
学
以
詩
、

力:

般

れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
く
と
も
表
面
的
な
字
義
に
お
い
て
は
、
〈
鳥
の
羽
〉

ょ
に
く
る
よ
う
に
な
っ
た
G

こ
の
こ
と
も
、
あ
る
い
は

の
品
作
怠
す
る
湖
、
も

で
は
な
く
、

J¥ 

っ
た
か
も
知
れ
・
な
い
。

し
く
は
部
の
名
u

か



こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

の
鵜
海
は
、
少
く
と
も
藤
史
関
係
の
用
一
諮
問
と
し
て
は
、
も
は
や
特
定
の

つ
の
海
、
も
し
く
は
期
の

し
て
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
c

し
か
し
、

の
文
皐
用
語
と
し
て
は
、
薄
統
性
・
古
典
性
を
重
ん
ず

い
た
め
、

の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ

歴
史
用
語
の
よ
う
弘
一
概
に

n
大
沙
漠
μ

の
意
味
と
し
て
捉
え
る

と
は

で
き
な
い
。

の
湖
の
名
と
し
て

っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
塞
外
の
地

る
法
議
た
る
大

地
ハ
抄
抄
漢
・
ゴ
ピ
タ
ン
〉
等
を
指
す
用
法
が
'
次
第

っ
て
い
く
が
:
:
:
。

(3) 

の
意
味
の

議
海
が
護
雑
な
意
味
を
包
含
で
き
る
の
は
、
賓
は
海
と
い

の
、
意
味
の

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
段
玉
裁
の
『
説
文
解

凡
地
大
物
樽
者
、
皆
得
議
之
海
。

と
あ
る
設
に
よ
れ
ば
、

ぶ
例
な
ど
は
、
プ
ラ
ス
の
方
向
の
解
揮
で
あ
る
が
、
逆

物
産
の
豊
か
な
士
地
を
「
陸
海
」
と
略

し
て
果
て
し
記
い
大
地
を
も
、
も
ち
ろ
ん
「
海
」
と
略
ぶ
こ
と
が
で
き

#める。

た

お
よ
そ
慶
大
さ
・

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

い
わ
ば
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
詩
文
で
頻
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
む
古
代
的
世
界
穣
に
よ
れ
ば
、
天
下
ハ
全
世
界
〉
は
臨
方
を
海
に
よ
っ
て
取
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
。

と
い
3

う
言
葉
と
密

っ
た
G

吋
繭
誰
』
巻
6
、

分
布
す
る
と
し
、
「
九
夷
・
八
秋
・

い
わ
ゆ
る
中
原
と
呼
ば
れ
る
内
陸
部
で
文
化
を
護
達
さ
せ

に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
九
州
の
外
の

に
と
っ
て
、

の
は
て
に
あ
る
な
じ
み
の
少
な
い
存
在
で
あ

の
地
に
、

題
極
↓
四
荒
↓
四
海
の
地
が
そ
れ
ぞ
れ
同
心
圏
肢
に

つ
ま
り
、
羽
海
と
は
、
四
方
の
最
も
議
議
の
地
に

土
ハ
壁
、
こ
れ
を
臨
海
と
謂
ふ
」
と
お
る
。

93 

為
る
、
異
民
族
の

る
土
地
、
と
い

あ
る
。
こ
の
設
は
、

雅

の
小
序

の
鄭
筆
に
、

議
海
・
海
思
考
ハ
植
木
〉
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-
八
狭
・
七
戎
・
六
種
、

題
在
九
州
之
外
。

占
め
る
の
と
ほ

一
広
々
と
あ
る
誌
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
「
罵
麓
』

で
占
め
る
。
こ
こ
で
は
、

調

人

の

鄭

玄

注

じ

・

八

蜜

ニ

ハ

戎

・

こ

れ

を

四

海

と

璃

い
う
字
が
必
ず
し
も
四
方
の
海
、
も
し
く
時
塞
外
の
湖
を
意
味
し
な
い
‘
と
い
う
黙
に と

た
し

さ
ら
に
こ
の

王
制
耐
震
に
み
え
る
「
北
梅
」
「
爵
海
」

に
は
則
ち
走
患
と
吠
犬
為
り
。
然
り
寵
し
て
中
留
は
こ
れ
を
畜
穫
す
、
一
広
々
」
と
あ
り
、

る
も
の
と
し
て
、

「
西
海
」
の
護
用
例
が
為
る
。
た

と
え
ば
、

の
吋
布
子
集
解
』
巻
5

の
楊
涼
の
注
に
、

と
あ
る
。

の
住
む
H

中
関
μ

誌
で
も
、
極
遠
の
地
を
「
指
角
天
涯

i
志向

海
謹
荒
晦
組
遠
之
地
、

つ
ま
り
、
こ
れ

不
必
至
海
水
也
。

の
住
む
北
襟
・

江
川
山
口
志
」
と
い
う
が
、
そ
の
思
例
と
も
近
い
口

-
東
海
・
西
海
と
の
期
比
的
な
用
法
で
あ
る
。

の
控
混
「
大
漠
仔
い
の
、

南
・
山
木
薬
飛
下
地
北
海
蓬
根
鋭
上
天

の
句
広
も
詑
怠
し
た
い
。

tま

穀
に
北
方

特
に
沙
漠
地
帯

ι分
帯
す
る
こ

」
の
北
海

i規
や

識
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
塞
外
の
地
、
も
し
く
は
北
方
の

し
て
捉
え

る
Jミ

き
で
あ
ろ

え(4)

の
「
大
諜
行
」
も
、
こ

け
る
。
ち
な
み
に
、

の
「
泰
山
梁
甫
行
〕
と
い
う
業
府
詩
は
、

の
通
り
で
あ
る
。

説八
哉方
湯、各
潟、異
民集

千
問
点
殊
織
的
雨

妻
子
象
禽
獣

寄
身
於
草
野

行
生
依
林
阻

柴
門
丙
藷
捺

狐
兎
湾
我
宇



詩
中
の
「
議
海
の
民
い
の
コ
謹
海
」

黄
欝
は
『
爾
雅
知

巻
2
〉
と
解
し
て
い
る
3

支
た
伊
藤
正
文

完
結
波
詩
人
選
集
)

あ
り
、

で
、
紹
遠
の

「
糞
諒
の
い
う
ご
と
く
、
海
立
晦
(
く
ら
い
〉

へ
慶
大
)
U

る
な
ら
ば
、

い
う
語
が
寒
外
の
地

て
み
て
も
、
ご
く
自
然
の
務
道
で
あ
っ
た

森

博
統
的
な

が
異
民
族

る
四
方
の
極
遠
の
地
と
解
さ
れ
る
の
は
、

や
前
野
直
彰
司
風
月
無
掻

l
中
閣
の
古
典
と
白
然
l
h
の
つ
議
」
字

て
み
た
い
。

の
裂
照
撰

〈
ら

の
色
累
く
し
て
鳴
け
れ
ば
な
り
。

の

えの

雇主主
山Zヰ
賎三ょ
の

て
「
謹
速
を
謂
ふ
の

ハ
『
曹
子
建
詩
荏
』

し、

る
生
活
を
歌
う
」
も
の
で

の
で
あ
る
う
」
と
あ
る
。
翰
海

H

浩
輪

る

に
婆
貌
す
る
の
は
、

の
地
υ
を
意
味
す

あ
る
。

つ
晦
」

る
か
ら
で
も
あ
る
。

の
先
詩
論
文
を
饗
照
し
な
が
ら
、
海
字

海
は
軽
な
り
。
織
渦
を
承
く
る

と
あ
る
。
こ
れ
は
諸
河
川
の
は
き
だ
め
と
し
て
の
議
の
色
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
名
を
鰹
と
潟
す
」
と
い
う

で
あ
る
こ

は
宇
宙
の
は
て
に
あ
る
暗
黒
の
大
溝
と
で
も
い
え
よ
う
か
3

〈
海
は
晦
記
り
〉
と
す
る
説
に
は
、

味
を
持
ち
、

遣
準
遊
篇
の
「
北
冥
(
ト
作
)
に
魚
有
り

し、

)
さ
せ
る
。
箕
は

な
く
て

と
い
う
意

か
ら
ず
。
故
に

-
数
膏
の
方
面
か
ら
閥
連
づ
け
た
見
方
も
あ
る
。
『
太
平
制
御
脚
凡
h

懇
話
、
地
の
上
に
引
く

日
ふ
」
と
あ
り
、
謀
総
記
注
疏
』
ハ
一
環
認
定
義
)
巻
5
、
畠
議

の
在
に
、

に
し
て
、

下
に
引
く
李
巡
の
誌
に
も
、

四
海
鴻
於
四
荒
、
晦
冥
無
形
、
不
可
数
議
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
詰
ま
た
『
毛
詩
詑
琉
h

小
雅
つ
萎
葺
」
に
引
く
掠
炎
の
言
葉
に
、

海
者
晦
也
。

95 

海
之
言
晦
、

議
海
・
海
風
考
(
磁
木
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と
あ
る
。

つ
ま
り
、

お
よ
び
競

し、

の

文
北
的
水
準
の
低
さ
、

お

よ
び
教
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
無
知
豪
妹
さ

く
も
の

た
わ
け
で
あ
る
。

し、

に
根
ざ

す
捉
え
方
と
許
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
海
の
字
は
無
知
蒙
昧
の
憐
れ
む
ベ

の
地
、
と
い
う

意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
む
こ
の
設
に
立
脚
し
て
も
、
清
代
の
織
海
が
突
厭
・

の

の

地
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
、
全
く
抵
抗
惑
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。

輸
海
が
塞
一
外
の
地
の

H

大
沙
漠
μ

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
塞
外
の
知
識
の
深
仕
と
形
肢
の
類
叡
性
も
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な

、、しW

あ
る
Q

清
の
湾
召
南
は
、

按
翰
海
、
北
史
作
織
海
。
部
大
漠
之
毘
名
。
沙
議
四
際
無
涯
、
故
謂
之
海
。
張
長
・
如
淳
、
以
大
海
・
北
海
解
之
、
非
也
c

本
文
明

期
其
地
正
在
大
漠
9

安
能
及
絶
遠
之
北
梅
哉
。

出
代
・

て
い
る
勾
史
記
禽
詑
考
設
い
詩
奴
繍
問
所
引
〉
。

tま

題
際
護
無
し
。
設
に
こ
れ
を
嵩
と
謂
ふ
」
と
い

の
よ
う
な
地
理
的
援
擦
が
、
農
代
果
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
か

ど
う
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
塞
北
か

た
持
土
た
ち
の

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

唐
代
盛
ん
で
あ
っ
た
シ
ル
ク
・
門
戸

i
ド

な
り
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
で
為
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
地
理
・
地
質
悪
者
リ
ヒ
ト
ホ
!
ブ
ェ
ン
は
、
論
議

漠
た
る
沙
漢
に
生
し
た
の
だ
と
推
定
し
た
と
い
う
合
間
引
叫
東
洋
堕
史
大
欝
奥
三
こ
の
識
に
立
持
す
れ
ば
、

に
と
ら
れ
や
す
く
な
る
。

海
と
沙
漠
と
の
お
伊
態
上
の
類
鎖
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
D

大
小
の
沙
丘
が
果
て
し
な
く
達
っ
て
、
ま
る
で
打
ち
よ
せ
る
波
講
に
も



似
た
光
景
、
あ
る
い
は
風
に
従
っ
て
移
動
し
な
が
ら
姿
を
儲
据
え
て
い
く
流
沙
の
現
象
、

は
る
か
一
面
に
つ
づ
く
果
て
し
な
い
不
毛
の
砂
喋

の
大
地
ゴ
ピ
タ
ン
な
ど
な
ど
:
:
:
。
沙
漠
を
海
に
た
と
え
る
こ
と
は
、

い
わ
ば
自
然
、
か
つ
直
観
的
な
見
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
唐
の

李
林
甫
撰
『
元
和
郡
懸
園
志
』
巻
刊
に
は
、
西
北
の
塞
外
の
地
に
「
大
沙
海
」
と
い
う
地
名
を
の
せ
る
。
ま
た
同
巻
の
居
延
海
の
僚
に
、

郎
居
延
揮
。
古
文
以
信
用
流
沙
者
、
風
吹
流
行
。
故
日
流
沙
。

と
あ
り
、
沙
州
の
候
に
「
流
沙
即
居
延
淳
也
」
と
あ
る
説
明
な
ど
も
、
海
と
沙
漠
・
流
沙
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
。
晩
唐
の
詩
人
張
蹟
は

若
い
こ
ろ
塞
外
に
遊
び
、
多
く
の
逼
塞
詩
を
書
い
た
が
、
そ
の
「
車
子
蓋
に
登
る
」
詩
に
は
、

沙
翻
痕
似
浪

風
急
響
疑
雷

と
あ
り
、
「
煎
北

事
を
書
す
」
詩
に
は
、

度
積
如
経
海

荏
然
但
見
空

と
あ
る
。
前
詩
の
「
車
子
蓋
」
は
、
内
蒙
古
自
治
匝
の
フ
フ
ホ
ト
市
の
西
に
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
「
繭
北
」
と
は
、
幽
州
(
北
京
付
近
〉

あ

と

な

み

わ

た

痕
は
浪
に
似
た
り
」
は
、
い
わ
ば
直
観
的
な
比
喰
で
あ
り
、
「
積
(
砂
漠
〉
を
度
る
は
海
を
経
る
が
ご
と
く
、
荏

の
北
の
意
。
「
沙
翻
り
て

然
と
し
て
但
だ
空
を
見
る
の
み
」
の
句
は
、
度
漠
た
る
康
が
り
に
、
海
と
沙
漠
と
の
共
通
黙
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

他
方
、
遺
塞
詩
の
「
海
」
字
が
、
塞
外
の
湖
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
事
責
で
あ
る
。
『
元
和
郡
勝
国
志
』

巻
mw
、
白
亭
海
の
僚
に
、

方
俗
之
問
、
河
北
得
水
、
使
名
信
用
河
。
塞
外
有
水
、
使
名
鴛
海
。

と
あ
る
記
述
は
、
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
物
語
る
。
確
か
に
青
海
(
コ
コ
ノ
!
と
、
蒲
昌
海
(
ロ
ブ
ノ
!
と
、
蒲
類
海
(
バ
ル
ク
ル
湖
〉
、
熱
海

97 

と
す
る
設
を
延
命
さ
せ
る
数
果
も
持
っ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
塞
外
の
大
湖
の
意
味
で
「
海
」
字
を
使
用
す
る
。
そ
し
て
こ
の
解
揮
は
、
貫
は
〈
翰
海
は
北
海
な
り
〉

つ
ま
り
、
北
海
と
は
四
方
の
果
て
に
あ
る
「
北
海
」
で
は
な
く
、
間
早
に
塞
北
の
大
湖
の

(
イ
シ
ク
湖
〉
な
ど
は
、

潮
海
・
海
風
考
(
植
木
〉



中
磁
文
響
研
究

第
八
期

98 

意
味
と
考
え
う
る
か
ら
で
為
る
z

た
海
を
、
観
念
的
な
海
と
現
賓
の
混
と
に
分
類
し
て
い
る
。
観
念
的
な
海
と
は
、
前
議
の

「
四
福
」
に
象
徴
さ
れ
る
古
代
世
界
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
全
く
の
懇
像
よ
の
所
産
で
あ
っ
た
。
の
は
て
、
太
陽
の
光
も
及
ば

前
野
龍
彬
の

み
也
、

の

海
」
で
為
る
と
い
う
。
椀
宗
元
の
「
唐
議
歌
鼓
吹
曲
十
一
一
篇
」

の
地
に
、
ま
ん
ま
ん
と
た
た
え
ら
れ
た
」
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
能
方
、
現
質
的
な
識
と
し
て
の

け
い
「
李
靖
滅
吐
谷
津
西
梅
上
」
と
島
り
、

は
一
般
に
「
青

の

の
本
文
に
、

計
一
谷
探
盛
彊

と
あ
る
西
海
は
、
確
か

あ
ろ
弘
、
。
し
か
し
藷
詩
に
あ
っ
て
は
、
観
念
的
な
梅
と
現
賓
の
海
と
が
混
陪
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
現

献
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

の

(
其
十

黄
河
走
東
浜

白
岩
落
西
海

と
あ
る

は
、
西
の
果
て
に
あ
る
観
念
的
な
「

で
あ
る
。

ち
な
み
心
、

春
川
仰
‘
地
理
忘
心
は
、
北
庇
都
護
能
川

の
下
に
「
西
海
」
附
燃
の
名
が
克
え
る
。

結
論
的
に
い
え
ば
、
議
塞
詩
に
頻
出
す
る

t主

住
異
民
族
の
雑
居
す
る
塞
外
の
地

i
文
化
的
不
毛
の
も
た
ら
す
暗
黒
の
世
界
j

舎
海
の
よ
う
左
藤
漠
た
る
大
抄
漠

③
案
外
の
地

骨
世
界

に
あ
る
と
さ
れ
る
「
北
海
」
「
西
海
」
の
イ
メ

i
ジむ

の
四
ハ
ノ
の
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
が
相
互
応
調
達
し
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ο

議
海
と
い

を
核
と
し
つ
つ
、
具
盤
的
に
は
ゆ
、
も
し
く
は
③
・

の
弱
者
と
考
え
ら
れ
、
次
第
に

の
と
こ
ろ
、
を

;
ゆ
↓
告
の
解
轄
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
、



と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
前
引
の
専
参
と
王
雑
の
作
例
を
捺
い
た
識
識
の

て
み
た
い
。

@
翰
海
百
重
波

陰
山
千
重
雲
ハ
太
宗
「
款
馬
一
長
城
議
行
、
」
〉

⑥
粛
篠
清
高
里

@
孤
城
首
輪
海

議
海
寂
無
投
(
李
{
ロ
「
寒
上
強
に

落
白
黒
部
連
(
鶏
諮
「
出
藁
額
楼
古
」
〉

@
校
尉
蒋
書
飛
揃
海

草
子
議
火
黒
猿
出
会
口
問
題
「
燕
歌
仔
」
)

@
旋
竿
踊
海
掃
雲
出

髭
詰
天
山
揚
一
信
号
餐
(
絞
然
「
塞
下
曲
」
)

φ
曾
開
鵜
梅
能
難
一
週

幽
盟
少
婦
罷
裁
縫
(
禁
名
氏
「
同
乾
」
難
曲
歌
欝
)

用
い
て
い
る
ら
し
い

G
eの
李
自
の
詩
誌
、

@
と
⑥
は
と
も
に
「
波
一
の
字
を
用
い
る
が
、
用
法
が
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
③
は
陰
山
山
抵
に
費
す
る
塞
外
の
滋
の
名
と
し
て

の
震
に
「
葦
し
太
宗
の
武
功
の
盛
を
追
美
し
て
作
る
な
り
」
と
あ
り
、
・
農
の
太
宗
が
突

駅

て
凱
旋
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
。
従
っ
て
⑥
に
あ
げ
た
詩
句
は
、
異
民
族
の
接
行
す
る
塞
外
の
地
が
完
全
に
制

と
っ
た
た
な
い
卒
和
な
紋
態
五
な
っ
た
こ
と
古
い
う
。
こ
の
輪
海
は
胡
地
の
離
種
と
考
え
て
よ
い
。
武
部
和
男

一
一
説
に
、
バ
イ
カ
ル
湖
」
と
す
る
が
、

こ
の
場
合
、
二
設
u

を
注
記

は
て
し
な
い
抄
漠
地
方
も
今
で
は
静
か
に
治
ま
り
、
一
一
品
々
」
〈
大
野
貫
之
場
芸
T

太
白
詩
歌
全
解
』
〉

い
う
。

〈
筑
勝
投
界
古
典
文
準
金
薬
〉
で
は
、
一
ゴ
ピ

す
る
必
要
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
a

と
解
轄
す
れ
ば
充
分
で

も
ち
ろ
ん
、
こ

と
ほ
ぼ
時
ζ
用
備
で
あ
る

と
考
え
て
よ
い
。

た
こ
と
を
た
た
え
た
の

査
唐
の
詩
人
鞠
翰
の
@
の
詩
句
辻
、

た
鰯
所
〉
か
ら
も
、

コ
ビ

99 

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
兵
欝
的
に
い
え
ば
、

の
ト
ン
グ
リ
沙
漠
や
パ
タ
ン
チ
リ
ン

る
べ

強

議
議
・
海
員
考
(
植
木
)
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は
孤
立
し

西
方
の

と
の
前
練
基
地
を
指
す
。

郡
連
立
露
連
山
眠
、

ほ
ぼ
せ
憲
と
青
海
両
者

す。
古
州
連
の
告
に
つ
い
て
は
、
中
盟
批
曾
科
皐
院
文
皐
研
究
所
繍

此
露
翰
海
・
狼
山
都
乏
指
輿
敵
軍
交
戦
地
方
、
非
賓
指
。

あ
る
。
前
引
の
武
漢
大
串
中
文
系

争
晶
、

「
沙
漠
」
の
意
味
と
し
、

る
。
傾
腕
部
す
ベ

で
は
、

猿
出
を

会
一
初
出
〉

の
こ
と
と
す
る
が
、
こ

と
し
、
こ
こ
で

の
大
抄
摸
と
す
る(8)
O り

の

い
た
に
す
ぎ
な
い
。

ち
な
み

一
r

」、
b
u
・

は
翰
海
を

は
り
異
民
族
と
の
交
鞍
場
所
と
し
て
、

L
甲

z

車、

天
山
の
北
側
の
ジ
ム
サ
に
置
か
れ
た
輪
海
軍
の
こ
と
を
思
い
⑦

ハ
議
〉
府
と
の
闘
漣
を
想
怒
さ
せ
る
。
@
は
と
も
か
く
、
①
は
異
民
族
の
住
む
塞
外
の
培
、
特
記
抄
漠
地
帯
の
意
味

ラ帥、ω

@
の
患
併
は

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
立
見
て
く
る
と
、

の
識
海
は
、
前
出

こ
の
李
向
・

-
高
遁
・
無
名
氏

の
作
品
で
は
、
ほ
ぼ

ゴ
ピ
訟
漢
、
農
大
な
沙
漠
の
意
味
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

扶
で
あ
る
。
一
方
、
湖
指
と
い
う
詩
語
が
、

砂
漠
の
鞍
場
と
し
て
の
怠
味
を
衣
第

し
か
し
太
宗
の
用
例
な
ど
も
あ
っ
て
、
な
お
統

し
が
た
い
の

の
霊
去
病
勝
軍
の
出
陣
以
来
の
、

長

の
戦
い

い
レ
か
え
れ

つ
よ
う
に
な
っ
た
貼
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

(4) 

漫
寒
詩
中
の

の
用
例

こ
こ
で
、

し、

の
一
語
棄
に
つ
い
て
、
、

に
指
摘
し
た

φ
ゆ
φ
告
の
意
味
と
闘
漣
さ
せ
訟
が
ら
桧
討
を
加
え
た

い
。
中
唐

の
「
塞
下
曲
」

ιは、



設
波
惟
願
蓑

F
還

定
法
料
費
生
入
閥

初
留
一
箭
射
天
山

と
あ
る
。
訣
設
と
は
伏
波
籍
軍
馬
濯
、
‘
ま

葉
遣
只
輪
蹄
梅
窟

の
こ
と
。
こ

は
、
戦
死
を
恐
れ
ず

し、、

一
人
の
敵

さ
え
逃
げ
て
蕗
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
な
お
一
部
訟
を
儲
め

品
品
、

の
守
備
に
為
た
る
べ
き
こ
と
を
歌
う
。

の
な
か
で
最
も
興
味
深
い
の

一
句
「
只
輪
ハ

只
戦
車
〉
を
し
て

し
む
る
こ

れ
」
の
「
海
窟
」
と
い

あ
る
。
ま
ず
先
行
謡
荏
と
し

て
四
書
の
設
を
列
撃
す
る
c

@
本
指
海
中
動
物
家
居
的
洞
穴
、
選
皇
指
少
数
民
族
緊
居
的
地
方
、
(
中
閥
粧
品
総
科
皐
院
文
皐
研
究
所
古
代
組
龍
司
寝
泊
詩
選
注
』
)

@
指
嘗
時
敵
入
所
居
住
的
識
課

地
方
。

(
中
昭
社
曾
科
事
院
文
翠
研
究
所
編

の
指
密
北
内
陸
湖
、
議
盟
指
敵
人
老
集
。

公
的
裂
の
武
漢
大
壌
中
文
系
繍
『
新
選
吾
詩
一
一
一
百
滋
b

都
沙
漠
9

権
蕗
i

抄
漠
中
的
義
蓬
、
指
設
時
敵
入
所
居
住
的
抄
漠
地
帯
。

ハ
繋
務
総
当
一
臆
代
絶
句
選
』
〉

四
書
と
も
、

の
本
接
地
を
意
味
す
る
匙
で
は
、

る
。
た

に
関
し
て
は
、
診
が
禅
、
@
と
合
〉
が
織

の
地
、
@
大
沙
漠
、
金
塞

海
ハ
沙
漠
〉
、

6
が
内
陸
海
と
す
る
。
私
は
す
で

の
海
字
に
は
、

φ
異
弐
族
が
雑
居
す

あ
り
、

拡
関
連
し
な
が
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
と
遠

の
海
が
、
ほ
ぼ
岳
命
③
④
の
意
味
で
解
樺
で
き
る
こ
と
が
わ
か

101 

外
の
地
に
あ
る
大
槻
や
庇
簿
、
多
世
界
の
立
て
に
あ
る
観
念
的
主
海
等

っ
か
は
別
と
し
て
、

ベ
た
。
海
窟
の
海
が
本
来
、
ど

織
議
・
海
風
考
(
結
末
)



中
露
支
拳
研
究

第
八
期

102 

る。
李
白
の
詩
(
「
薬
中
賠
玉
大
、
動
入
高
鳳
石
門
山
指
居
L
)

に、

と
あ
が
る

は
、
久
探
天
随

ハ
績
調
鐸
漢
文
大
成
〉
に

し、

品加

と
あ
る
通
り
で
あ

ろ
う
立
ハ
合
は
天
下
の
意
〉
。

に
も
、

と
あ
党側

と
な
非
常
に
お
も
し
ろ
い

る
に
、

の

っ
た
塞
外
の
地
(
に
あ
る
城
塞
)
を
慶
く
指
す
②
の
用
創
(
も
し
く
は
②
)
と

て
よ
い
。

陳
子
昂
の

の
東
征
す
る
を
法
る
」
詩
に
、

海
集
長
講
蔀

違
詔
州
諸
北
卒

と
あ
る
「
海
気
」
の
語
も
在
言
に
値
す
る
。
則
天
武
后
の
と
き
、
襲
廷
は
反
飽
を
起
こ
し
た
契
丹
族
を
征
伐
に
向
か
わ
せ
た
が
、
そ
の
時
、

武
三
患
の
幕
擦
と
し
て
従
軍
し
た
著
作
郎
佳
融
を
見
、
途
っ

選
』
(
朝
日
‘
中
欝
吉
典
選
)
で
は
、

で
あ
る
c

霊
的
地
は
糊
州
〈
北
京
付
近
〉
の

海
集
は
、
北
海
、

つ
ま
り
今
の
バ
イ
カ
ル
湖
附
一
む
か

の
v'i 

し、

そ

の
ぼ
る
あ
や
し
い

の

J¥ 

し

一広々

と
あ
る
。

し
か
し

の
パ
イ
カ
ル

け
る
の
は
、

の
摂
譲
地
や
寵
融
の
赴
い
た
北
平
ハ
北
京
付
近
)
と
の
距
離
を
考
え
る
と
、

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
針
し
て
、
目
加
盟
誠

の
地
を
す
べ
て
海
と
い
う
口
塞
外
の
気
。
契
丹
の
設
入
を
い
う
。

と
あ
り
、
通
轄
で
は
「
北
狭
の
気
」
と
却
詳
し
て
い
る
。
頭
集
す
べ
き
誌
で
あ
ゐ
。
こ
の
海
気
は
、
ま
さ
に
異
民
族
の
雑
居
・
議
行
す
る
塞

や

ハ
新
型
護
文
大
系
・
明
治
書
院
〉
の
注
に
は
、



外
の
地
ハ
@
の
意
)
か
ら
立
ち
の
ぼ

い
い
か
え
れ
ば
北
狭
契
丹
の
気
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
〈
た
だ
し
、
海
気
は
一
般
に
は
震
議
棲

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
〉
。
ち
な
み
に
、
周
朴
の

詩
に
、

と
あ
る

は
、
弱
気
と
の
関
連
で
興
味
深
い
。

次
に
「
海
風

に
つ
い

て
み
た
い
。

i主

側(1き

あ
る
カL

Eた
の

例
が
著
名
で
あ
る
c

住
建
火
城
西
百
尺
棲

黄
昏
濁
坐
海
風
秋

更
吹
発
笛
関
山
月

無
那
金
閏
寓
皇
愁
ハ
王
呂
齢
一
ー
従
軍
行
一
)

@
天
山
一
審
後
蕗
風
害
容

横
笛
舗
吹
行
路
難

一
時
間
苦
月
中
看
ハ
李
盆
「
従
軍
北
証
ー
一
)

ハ
誌
は
、

高
い
物
見
や
ぐ
ら
ハ
成
棲
〉
の
上
広
ひ
と
り
坐
り
、
吹
き
ょ
せ
る
「
海
風
」
げ
い
す
で
に
秋
の
け
は
い
を
感
じ
と

つ
も
る
と
、
「
海
熱
」
が

段
と
撃
さ
を
加
え
る
意
で
あ
る
。
爾
者
と
も
、
戸
崎
允
端
的

る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
@
は
、
天
山

の

以
来
、
母
ぽ
「
海
」

も
し
く
は
塞
外
の
湖
と
す
る
読
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
、
青
海
附
近
が

吐
蕃
や
吐
谷
揮
と
の
激
戦
地
と
し
て
知
ら
れ
、

青
海
皮
頭
空
有
見

糞
沙
議
一
畏
本
無
春

〈
携
中
露
口
出
州
認
し
)

暮
雲
漣
青
海

陰
一
皆
川
覆
向
山

ハA
V
濫
楚
「
従
軍
行
L
)

103 

等
、
法
塞
持
に
頻
出
す
る
湖
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
な
り
説
得
性
を
も
っ
。
社
躍
の

の
「
君
開
局
ず
や

青
海
の
頭

議
海
・
海
風
考
(
鎮
木
)
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東

白
骨

人
の
牧
む
る
無
し
、
…
広
々
」
の
旬
は
特

で

あ

① 
の

王
昌
齢
の

の
一
つ
に
、

議
城
建
墓
玉
門
閥
」
と
あ
る
こ
と
も
、
や
は
り
者
力
な
傍
設
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

し
て
も
、
繁
府
持
の
場
合
は
徒
詩
よ
り
、
題
々

た
と
え

種
の
連
作
T
為
っ
た
と

そ
れ
ぞ
れ
半
窺
立
一
の
獣
況
に
あ
る
の
が

較
的
で
あ
る
。
従
っ
て
決
定
的
な
理
由

の
詩
で
は
、
天
山
が
記
連
出
版
を
意
味
す
る
場
合
も
為
る

山
抵
と
背
海
と
の
距
離
が
近
く
な
り
、
や
は
り
か
な
り
説
得
性
を
も
っ
。

で
は
、
ほ
ん
と
う
に
こ
の
「
禅
問
的
」
に
、
他
の
解
樺
を
試
み
る
畿
地
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ιは
な
ら
な
い
。
ま

撃
去
病
停
の
額
蹄
古
法
〉
こ
と

る
と
、

も
し
く
は
塞
外
の
湖
か
ら
の
黒

の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
最
も
安
首
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
国
日
齢

の
「
議
風
秋
な
り

に
は
、
お
そ
ら

く
悲
秋

て
望
懇
の

、
h
v
 

が
一
躍
か
き
た
て
ら
れ
る
、

あ
る
い
は
故
郷
に
締
れ
ぬ
ま
ま
空
し
く
時

が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
を
し
み
じ
み
と
惑
じ

の
さ
ま
ざ
ま

」
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
ま
た
、

の
「
塞
上
出
」

ア
」
、

塞
携
常
鶏
敵

議
風
巴
報
秋

と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
風
が
秋
の
気
配
を
も
つ
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
敵
の
来
襲
す
る
時
期

て
い
る
。
旬
設
は

し
ば
し
ば
秋

た
の
で
、
秋
の
訪
れ
と
と
も

然
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

い
わ
ゆ
る
防
秋
へ
の
連
想
も
醤

早
秋
を
報
ず
」
の

n
遺
風
H

と
い
う
言
葉
に
改
め
て
控
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
む
遁
寒
を
「
海

に
到
す
る
防
御
の
建
制
を
と
と
の
え
る
、

と
呼
ん
だ
鈎
も
患
い
出
さ
れ
る
。
そ
し

の
字
に
〈
異
民
挟
の

の
地
〉
の
意
味
が
応
る
こ
と

と
、
海
風

令
--h

斗
品
、
34R

L

‘ph
ぜ
よ
U
軍

え
ら
れ
る
言
葉
で
は
な
い
か
。
多
少

ュ
ア
ン
ス
立
違
い
が
あ
る
と
し
て
も
:
:
:
。
地
方
、

も
し
く

は
窃
か
ら
吹
き
ょ
せ
る
風
と
い
う
と
、

か

の
清
爽
感
が
こ
も
り
、
陰
欝
な
黒
土
と
し
て
の
塞
外
の
イ
メ
ー
ジ
と
や
や
そ
ぐ
わ
な

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

の
「
樽
風
」

た
と
え
ば
、



秋
風
四
面
足
風
沙

塞
外
征
人
暫
別
家

(
張
枯
「
破
陣
繁
'
一
)

古
塞
一
撃
笛

長
沙
千
里
風

(
劉
威
「
塞
上
行
」
)

の
よ
う
に
、
沙
漠
を
吹
き
ぬ
け
る
風
、
あ
る
い
は
沙
ま
じ
り
の
風
で
あ
っ
て
も
、
少
し
も
逼
塞
詩
の
表
現
と
し
て
お
か
し
く
な
い
ば
か
り

か
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
巌
し
い
環
境
こ
そ
、
賓
は
出
征
兵
士
の
勢
苦
を
思
い
や
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

李
盆
の
詩
の
「
海
風
寒
し
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
漫
塞
詩
に
は
、
塞
外
の
厳
寒
の
風
土
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
兵
士
の
第
苦
や

墓
郷
の
思
い
を
し
の
ぶ
も
の
が
多
い
。

た
と
え
ば
王
翰
の
「
涼
州
詞
」
の
、

秦
中
花
鳥
己
庭
闘

塞
外
風
沙
猶
自
寡

な
ど
は
、
「
秦
中
」
(
長
安
周
謹
)
と
「
塞
外
」
と
の
気
候
の
差
異
を
通
し
て
、
出
征
兵
士
の
多
大
な
第
苦
や
蟻
烈
な
墓
郷
の
情
が
自
然
に

想
像
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
平
野
彦
次
郎
著
『
唐
詩
選
研
究
』
に
は
、

王
昌
齢
の
「
海
風
」
に
つ
い
て
、

沙
漠
地
方
の
風
を
い
う
。

た
だ
し
こ
の
詩
は
、
後
章
に
「
青
海
長
雲
」
の
語
が
あ
る
の
で
、
こ
の
海
風
を
、
青
海
の
漫
の
風
と
解
し

て
'
も
よ
い
。

と
述
べ
、
李
盆
の
詩
に
封
し
て
は
、
「
沙
漠
地
方
す
な
わ
ち
胡
地
の
風
を
稽
す
」
と
あ
る
。
ま
た
富
毒
薬
選
注
『
唐
人
絶
句
評
注
』
に
は
、

王
昌
齢
の
「
海
風
」
に
封
し
て
、

と
す
る
。 寒
風
自
輸
海
(
沙
漠
)
而
至
者
。

い
ず
れ
も
興
味
深
い
読
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
服
部
南
郭
の
『
唐
詩
選
園
字
解
』
で
は
、
李
盆
の
詩
の
「
海
風
」
は
そ
の
ま
ま
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海
風
と
-
書
し
て
い
る
が
、

王
昌
齢
の
詩
に
封
し
て
は
、
海
風
の
字
を
含
ん
だ
第
二
句
を
、

輸
海
・
海
風
考
(
植
木
)



中
轄
す
人
事
研
究

第
八
期

106 

ひ
と
り
坐
し
て
い
れ
ば
、
夷
の
方
か
ら
、
秋
践
が
吹
来
て
、
も
の

で
い
る
3

明
ら
か

H

異
民
族
の

い
こ
と
、
ち
ゃ
。

の
地
H

と
す
る
立
場
で
あ
る
。

ω塞
外
の
湖
か
ら
吹
き
ょ
せ
る
威
、

か
ら
吹
く
風
、
ゆ
沙
獲
を
吹
き
わ
た
る
風
、

の
地
を
吹
く
風
、
沙
漠
か
ら
吹
き
ょ
せ

は
、
や
は
り
詩
的
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な

決
し
て
軽
視
し
て
よ
い
語
棄
で
は
な
い
G

こ
の
よ
う
じ
み
て
く
る
と
、

認
児
吹
笛
戎
棲
間

護
上
靖
捺
海
月
間

(
宋
糟
「
塞
上
聞
笛
2

一〉

重
角
悲
海
月

〈
李
白
「
出
蔚
北
門
行

の
「
海
月
」
も
殺
め
て
問
題
と
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
後
者
の

が
「
沙
漠
を
照
ら
す
月
」

の
「
海
晃
一
に
つ
い
て
は
、

『
李
太
自
詩
歌
全

武
器
科
男

(
前
引
書
〉
が
「
ゴ
ど
の
沙
濃
の
月
ー

て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て

お
き
た
い
。
こ
の
場
合
も
「
議
丹
s

了
と
の
関
連
が
法
意
さ
れ
る
。

そ
の
一
つ

の
「
海
」
宰
は
そ
れ
自
種
多
様
な
意
味
を
持
ち
、
進
塞
ヰ
一
一
向
全
鵠
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
不
可
紙
の
多
く

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る

つ
応
訴
し
て
、
今
後
、

法
一
川
沙
場
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
〈
「
沙
場
L

考
〉
参
照
(
研
文
出
腹

刊
吋
詩
語
の
諸
相
i
唐
詩
ノ
;
ト
』
所
取
)
。

ω
卒
え
枇
吋
東
洋
室
史
大
辞
典
加
や
同
『
ア
ジ
ア
竪
史
事
典
h

の
カ
ン

カ
イ
の
様
。
前
者
法
理
井
議
、
後
者
は
長
違
和
控
の
執
筆
。

年
新
編
本
認
餅
海
恥
〈
中
華
書
昂
〉
「
翰
議
い
の
催
。

川

W

叫
周
樟
』
巷
誌
、
校
人
の
欝
玄
注
に
「
密
海
は
識
は
西
方
の
ご
と
き

な
り
い
と
為
る
。

九
六
五
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ω
蓬
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
曹
植
時
蓬
篇
考
|
轄
蓬
・
飛
蓬
の
詩
的
心

象
を
め
ぐ
っ
て
」
に
詳
し
い
(
早
大
『
中
園
古
典
研
究
』
第
却
競
所

牧〉。

制
吉
川
宰
衣
郎
全
集
巻
目
所
牧
。

制
陪
代
に
は
、
青
海
附
近
に
「
西
海
郡
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
(
『
陪

書
』
巻
mm
、
地
理
志
上
〉
。

約
た
だ
し
、
久
保
天
随
『
李
太
白
集
』
の
字
解
で
は
、
輸
海
は
「
北
海

の
名
、
今
の
バ
イ
カ
ル
湖
だ
ら
う
と
す
る
設
も
あ
る
」
と
あ
る
。

制
劉
開
揚
著
『
高
適
詩
集
編
年
筆
注
』
に
、
「
漢
以
後
人
橋
沙
漠
震
補

海
。
周
祈
《
名
義
考
》
「
以
沙
飛
若
浪
、
人
馬
相
失
若
沈
、
幌
猶
海
然
、

非
員
有
水
之
海
也
」
と
あ
る
。

制
こ
の
第
四
句
は
、
唐
の
名
特
醇
仁
貴
の
故
事
を
搭
ま
え
る
。
詳
し
く

は
『
奮
唐
書
』
巻
お
の
本
停
参
照
。

川
こ
の
李
自
の
句
は
、
曹
植
の
「
贈
丁
儀
王
祭
」
詩
に
「
皇
佐
揚
天

恵
、
四
海
無
交
丘
(
」
と
あ
る
句
を
踏
ま
え
る
が
、
海
塞
は
「
四
海
」

(
天
下
〉
と
全
く
同
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

帥
田
森
裏
編
『
中
園
の
名
詩
鑑
賞
4
初
唐
』
に
も
、
『
爵
雅
』
の
読

を
引
き
、
「
海
気
の
海
は
恐
ら
く
こ
の
意
味
(
九
夷
八
狭
七
戎
六
蟹
〉

に
用
い
て
、
契
丹
の
気
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
契
丹
は
北
海
の

あ
た
り
に
住
ん
で
は
い
た
が
」
と
あ
る
。
(
〉
の
中
は
筆
者
補
充
。

ω
本
稿
に
引
用
す
る
ほ
か
に
、
王
昌
齢
の
五
律
「
胡
錨
曲
」
に
「
海
風

の
語
が
用
い
ら
れ
、
服
部
南
郭
の
『
唐
詩
選
園
字
解
』
に
は
、
「
聾
が

す
み
上
っ
て
風
に
し
た
が
っ
て
、
胡
の
居
る
ま
で
聾
が
ほ
そ
う
す
が
れ

湖
海
・
海
風
考
(
植
木
〉

て
、
き
こ
ゆ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

同
李
自
の
「
行
行
且
辞
撤
篇
」
の
「
海
違
」
に
つ
い
て
、
上
海
古
籍
出

版
社
刊
『
李
白
詩
選
注
』
(
李
白
詩
選
注
編
選
組
〉
に
は
、
「
海
、
翰
海

卸
沙
漠
」
と
す
る
。


